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平
成
20
年
、
第
8
回
臨
時

議
会
は
、
12
月
25
日
に
開
か

れ
、
4
報
告
、
2
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告

町
立
保
育
所
を
他
の
地
方

公
共
団
体
の
住
民
に
利
用
さ

せ
る
こ
と

契
約
期
間
、
平
成
20
年
12
月

22
日
か
ら
平
成
21
年
2
月

28
日
。

青
森
県
在
住
で
町
出
身
者

が
里
帰
り
出
産
の
た
め
、
長

者
保
育
所
に
広
域
入
所
す
る

も
の
。

工
事
名
　
平
成
20
年
度
ふ
た

ば
保
育
所
新
築
移
転
工
事

変
更
前
の
金
額

1
億
９
２
０
万
円

変
更
後
の
金
額

1
億
１
３
７
９
万
５
８
５

０
円

契
約
の
相
手
方
　
入
交
建
設

㈱
変
更
の
理
由

地
盤
が
軟
弱
で
、
基
礎
部

分
と
東
側
石
垣
の
補
強
な
ど

が
必
要
な
た
め

変
更
年
月
日

平
成
20
年
12
月
18
日

平
成
20
年
10
月
25
日
に
川

渡
の
町
有
地
内
で
自
動
車
に

損
害
を
与
え
た
事
故
の
和
解

内
容

�
町
は
、
相
手
方
に
16
万

５
３
７
５
円
を
支
払
う
。

�
今
後
、
相
手
方
は
本
件

に
関
し
一
切
異
議
を
申
し
立

て
な
い
。

平
成
20
年
10
月
29
日
に
川

渡
の
町
有
地
内
で
自
動
車
に

損
害
を
与
え
た
事
故
の
和
解

内
容

�
町
は
、
相
手
方
に
、
4

万
９
３
９
２
円
を
支
払
う
。

�
今
後
、
相
手
方
は
本
件

に
関
し
一
切
異
議
を
申
し
立

て
な
い
。

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 8 回　臨時会－

保育所を民営化
社協に全面委託の方向で

ふたば保育所新築工事現場（森）



問
　
西
森
常
晴
議
員

詳
し
い
説
明
を
。

答
　
仁
淀
支
所
長

川
渡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
で
利
用
者
の

車
が
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
は
ね

上
げ
、
そ
の
車
に
損
害
を
与

え
た
。

問
　
西
森（
常
）議
員

な
ぜ
続
け
て
起
き
た
の

か
。

答
　
仁
淀
支
所
長

25
日
が
土
曜
日
で
報
告
を

受
け
た
の
が
27
日
。
保
険
が

住
民
課
、
道
路
管
理
が
地
域

振
興
課
で
29
日
の
事
故
後
対

応
し
た
。

問
　
西
森（
常
）議
員

4
日
間
に
同
じ
場
所
の
事

故
で
対
応
が
遅
い
。

答
　
副
町
長

今
後
は
機
敏
に
対
応
し
て

い
く
。
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問
　
西
森（
常
）議
員

管
理
不
行
届
だ
。
内
部
の

処
分
は
。

答
　
副
町
長

現
在
、
処
分
は
行
っ
て
い

な
い
。

問
　
片
岡
政
徳
議
員

他
の
施
設
の
点
検
は
。

答
　
仁
淀
支
所
長

横
の
連
絡
を
取
り
、
対
応

し
て
い
く
。

問
　
片
岡
議
員

仁
淀
だ
け
で
な
く
、
施
設

の
点
検
を
。

答
　
副
町
長

さ
ら
に
点
検
を
徹
底
し
て

い
く
。

■
仁
淀
川
町
立
保
育
所
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

町
が
運
営
し
て
い
る
4
保

育
所
を
民
営
化
す
る
た
め
。

問
　
橋
本
眞
一
議
員

民
営
化
に
な
っ
た
時
、
子

ど
も
の
幸
せ
と
安
全
を
特
に

配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
副
町
長

幼
児
教
育
の
基
本
と
と
ら

え
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

幼
児
教
育
の
み
な
ら
ず
、

学
校
教
育
に
も
響
い
て
く
る

が
、
保
・
小
の
連
携
は
と
れ

る
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

事
務
局
を
教
育
委
員
会
に

置
き
、
一
元
化
し
社
協
と
一

層
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問
　
西
森
議
員

経
営
面
だ
け
で
教
育
の
議

論
が
欠
け
て
い
る
。

答
　
教
育
長

一
つ
の
枠
の
中
で
、
一
元

的
に
見
て
い
け
る
が
、
経
営

の
中
に
ど
こ
ま
で
立
ち
入
れ

る
か
勉
強
し
て
い
く
。

保
・
小
・
中
・
高
と
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
西
森（
常
）議
員

社
協
に
丸
投
げ
す
る
の

か
。

答
　
教
育
長

社
協
に
頑
張
っ
て
、
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
西
森（
常
）議
員

社
協
の
受
け
入
れ
は
ス
ム

ー
ズ
に
い
っ
た
の
か
。

答
　
副
町
長

社
協
と
町
の
体
制
、
人
材

育
成
、
今
後
の
施
設
整
備
の

経
費
な
ど
、
基
本
的
に
理
解

し
て
も
ら
っ
た
。

（
可
決
　
多
数
）

■
平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

32
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
70
億
８
５
９
２
万
１
０
０

０
円
と
す
る
。

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
5
年
間
共
同
利
用
す
る
た

め
限
度
額
５
０
０
万
円
の
債

務
負
担
行
為
補
正
と
保
育
所

民
営
化
に
向
け
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
補
助
金
32
万
円
。

（
可
決
　
多
数
）

凧揚げ（1月15日・ふたば保育所）
保育所は社協の全面委託が議決されたが、保育内容の更なる向上・充実が望まれる。

岡崎仁淀支所長
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教育委員会報告

教育長 大野　敏光

こ
の
施
設
は
、
一
般
の
山

村
留
学
生
と
、
不
登
校
な
ど

の
理
由
に
よ
る
体
験
留
学
生

を
対
象
と
し
、
全
国
的
に
余

り
例
が
な
い
。

職
員
は
、
各
自
が
使
命
感

に
燃
え
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

財
源
は
、
入
園
料
、
及
び

指
定
管
理
に
よ
る
町
か
ら
の

委
託
料
、
１
１
０
０
万
円
な

ど
で
運
営
し
て
い
る
。
町
の

財
政
基
盤
は
大
変
脆
弱
で
、

こ
の
ま
ま
委
託
料
を
拠
出
し

て
い
く
の
は
困
難
で
あ
る
。

現
在
の
留
学
費
用
は
、
食

費
込
み
で
、
山
村
留
学
が
1

月
5
万
５
０
０
０
円
。
体
験

留
学
が
1
月
７
万
５
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
利
用
料
金
を
見

直
し
、
3
カ
年
計
画
と
、
実

施
状
況
を
考
慮
し
、
指
定
管

理
委
託
料
を
見
直
す
。

本
年
度
当
初
か
ら
、
原
油

価
格
や
、
農
産
物
の
価
格
高

騰
に
伴
い
、
学
校
給
食
の
運

営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
小
学
校
２
５
０

円
、
中
学
校
２
８
０
円
を
維

持
す
る
の
は
難
し
い
。
21
年

度
は
5
円
か
ら
10
円
の
値
上

げ
を
検
討
中
。

自
然
学
園

給
　
食
　
費

11月30日∂、第11回仁淀芸能祭が開催された。一圓想の和太鼓の演奏に始まり、民踊、おどり、カラオケと盛り沢山の出
し物に拍手は鳴り止まなかった。
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危
険
な
気
候
を
回
避
す
る
た
め
に
「
気
候
保
護
法
」

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

地
方
の
道
路
整
備
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

大崎保育所年長児と交流
1
月
26
日
∂
高
知
439
有
機
協
議
会
の
要
請
に
こ
た
え
、
日
浦
の

ほ
場
で
有
機
野
菜
の
収
穫
作
業
を
行
っ
た
。

子供たちに 安全安心の

食べるものは 大人の責任で

ハイ？チーズ
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編

後
集

記

二
月
十
一
日
は
、
祭
り
の

花
形
も
裏
で
支
え
る
多
く
の

人
に
も
、
良
い
日
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
三
鈴
）

年
末
年
始
、
９
日
間
の
長

い
休
み
だ
っ
た
が
、
だ
ら
だ

ら
と
一
日
を
過
ご
し
て
し
ま

っ
た
。
少
し
反
省
。
（
尾
崎
）

子ね

年
は
政
界
や
官
界
の
不

祥
事
、
悲
惨
な
事
件
や
事
故

な
ど
が
相
次
い
だ
。
そ
し
て

丑う
し

年
も
、
モ
ウ
…
。
（
福
原
）

元
旦
、
家
の
周
り
は
雪
が

朝
日
を
浴
び
光
輝
い
て
い

る
。
人
々
の
生
活
に
も
光
を

与
え
て
く
れ
―
―
。
（
野
村
）

歌
留
多
取
り
、
凧
揚
げ
、

独
楽
廻
し
、
双
六
、
羽
根
突
、

福
笑
い
は
正
月
遊
び
、
今
の

子
ど
も
は
…
…
。

（
片
岡
）

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
だ

が
、
丑
の
ご
と
く
一
歩
一
歩

地
に
足
を
つ
け
て
進
ん
で
い

き
た
い
。

（
農
本
）

出
初
式（
1
月
25
日
）は
最

低
気
温
の
日
。
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
極
寒
の
中
、
今
年
も

お
疲
れ
様
で
し
た
。（
西
森（
常
））

ま
た
、
こ
ち
ら
に
来
て
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ

ー
に
出
会
え
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

高
知
発
祥
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

様
々
な
年
代
の
沢
山
の
方
々
と
知
り
合
う
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

練
習
日
に
は
一
日
の
仕
事

や
家
事
を
済
ま
せ
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

「
こ
ん
ば
ん
は
！
」
と
元

気
に
挨
拶
を
交
わ
し
笑
顔
で

一
緒
に
汗
を
流
す
。

今
日
も
そ
ん
な
風
に
無
事
に
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
毎
日
に
感
謝
し
て
、
大
切

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

名
野
川
　
品
原
　
敦
子

縁
あ
っ
て
旧
吾
川
村
で
新
生
活
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
早
七
年
過
ぎ
ま
し
た
。

新
し
い
土
地
で
暮
ら
す
こ
と
に
当
初
は
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
主
人
の
地
元
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
が
想
像
し
て
い
た

以
上
に
地
域
の
皆
様
に
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

日

記

帳

20
年

10
月
９
日

第
６
回
臨
時
議

会議
員
全
員
協
議

会

15
〜
17
日

議
員
県
外
研
修

（
栃
木
県
芳
賀

町
・
茂
木
町
）

18
日

関
西
茶
業
振
興

大
会
高
知
県
大

会（
高
知
市
）

茶
業
振
興
大
会

受
賞
祝
賀
会（
池

川
）

20
日

戦
没
者
追
悼
式

（
森
）

21
日

議
会
だ
よ
り
特

別
委
員
会

ふ
た
ば
保
育
所
新

築
移
転
工
事
安

全
祈
願
祭

25
日

越
知
町
町
制
50

周
年
記
念
式
典

28
日

町
健
康
福
祉
大

会（
池
川
）

29
日

議
会
だ
よ
り
特

別
委
員
会

30
日

第
49
回
四
国
地

区
町
村
議
長
会

研
修
会
（
高
松

市
）

11
月
1
日

県
戦
没
者
追
悼

式（
高
知
市
）

7
日

議
員
行
政
実
務

研
修（
高
知
市
）

17
日

林
活
・
エ
コ
議
連

合
同
勉
強
会（
高

知
市
）

19
・
20
日

第
52
回
議
長
全

国
大
会
（
東
京

都
）

28
日

議
員
全
員
協
議

会

12
月
2
日

議
会
運
営
委
員

会

3
日

広
域
議
会

6
日

吾
川
郡
議
長
会

（
仁
淀
）

9
・
10
日

第
７
回
定
例
議

会

13
日

岡
林
氏
消
防
功

労
者
受
賞
祝
賀

会

25
日

第
８
回
臨
時
議

会

若者は走ることで鍛えられ、成人は走り歩くことで健康が保たれる。
12月2日、恒例の校内マラソン大会が行われた。（池川小）

ラ�コ�ム�

感
謝
の
日
々

こ
　
ま


